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品もしも
草草

櫛
生
峰
部
青
年
団

相
撲
大
会
優
勝
旗

昭
和
二
十
一
年
に
進
駐
軍
に
接
収
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
い
た
櫛
生
峰

部
青
年
団
の
相
撲
大
会
優
勝
旗
一
が
七
月

二
十
七
日
、
四
十
一
年
ぶ
り
に
返
還
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
優
勝
旗
は
昭
和
十
年
頃
作
ら
れ
、

毎
年
十
月
三
十
二
日
、
一
二
嶋
神
社
の
宵

祭
り
に
行
わ
れ
て
い
た
奉
納
相
撲
大
会

に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
、
優

勝
旗
に
印
さ
れ
た
「
郷
社
三
嶋
神
社
」

の
文
字
が
決
め
手
と
な
り
、
当
時
峰
部

青
年
同
に
所
属
し
て
い
た
高
田
軍
治
郎

さ
ん
(
八
乙
あ
て
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
青
年
団
長
と
し
て
優
勝
旗

を
預
っ
て
い
た
兵
頭
成
敏
さ
ん
(
六
O
)
は、

「
帰
ら
ぬ
も
の
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に

正
直
驚
い
て
い
る
。
紳
士
的
な
態
度
を

嬉
し
く
思
う
」
と
感
慨
も
ひ
と
し
お
。

現
在
は
若
い
人
も
少
な
く
、
途
絶
え

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
相
撲
大
会
。
こ

れ
を
機
に
復
活
を
望
み
た
い
も
の
で
す
。
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容がはま「海の祭典」臨盟掴画面

臨

海
の
祭
典
実
行
委
員
会
(
今
年
か
ら

S
L
委
員
会
、
青
年
連
絡
協
議
会
が
参

加
)
の
主
催
に
よ
る
仰
な
が
は
ま
「
海

の
祭
典
」
H

が
、
八
月
一
日
、
一
一
日
の
-
一

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
約
一
万

人
が
参
加
。
長
浜
の
夏
を
楽
し
み
ま
し

た。
各
賞
の
入
賞
者
及
び
参
加
人
数
は
次

の
通
り
で
す
。

な

は
ま
融掴密書

L園田

八
月
一
日

キ
ャ
ン
プ
交
流
会
:
:
:
:
・
:
一
同
一
人

長
浜
音
頭
踊
り
大
会
・
:
:
:
六
五
五
人

砂
浜
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
-E-
約
三
五

O
人

迷

路

i
j
i
-
-
-
約
一
、

0
0
0人

お
ば
け
屋
敷

:
E
i
-
-
・
:
:
約
五

O
O人

つ
り
大
会
・
:
・

:
:
E
i
-
-
-
:
・七

O
人

つ
り
大
会
入
賞
者

…
一
般
の
部
…

①
石
丸
平
(
長
浜
・
チ
ヌ
|
叫
・

1
m
)

②
水
沼
秋
文
(
長
浜
・
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ

-
m
a
8
叩
)
③
清
柳
幹
雄
(
長
浜
・

ヘ
ゴ
チ

i
m
-
7
m
)

一一-晶

万
人
が

君臨

28 31 cm① 
日)石
9 v ②九
cm竺;吉博婦
)③冒康;人;

徳、崖孟:ふ
岩三ξ苧五:
史会チーのー
五戒ヌ回日:
アすて | 

アア 45
ンン・

I I 0 

八
月
二
日

砂
の
彫
刻
・

:
E
i
-
-
・
:
:
約
一
五

O
人

砂
の
彫
刻
入
賞
者

{
町
長
賞
}
石
本
卓
志
・
石
本
大
祐
・

大
成
譲
(
長
浜
)
一
語
長
賞
}
羽
柴
佳

奈
子
・
杉
本
明
恵
・
木
田
あ
ゆ
み
(
河

辺
)
細
川
紀
子
(
長
浜
)
{
教
育
長
賞
一

二
神
紀
子
・
二
神
智
子
(
長
浜
)
{
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
長
賞
一
河
野
良
子
(
長

浜
)
真
田
美
穂
子
・
土
居
千
鶴
子
(
河

辺
)
{
実
行
委
員
会
長
賞
一
佐
伯
武
志
・

高
橋
幸
治
(
河
辺
)
平
井
財
和
・
清
水

み
ほ
(
長
浜
)
{
観
光
協
会
長
賞
一
大

木
淳
・
垣
内
良
美
(
長
浜
)
宮
岡
和
之

(
河
辺
)

ヨ
ッ
ト
教
室
E
i
-
-
-

・:
i
:
:
二
五
人

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
・
:
一

O
人

あ
な
ご
つ
か
み
取
り
:
:
・
約
三

O
O人

展
示
即
売
会
:
・
E

・E
・-
i
:
約
三

O
O人

海
上
ジ
ョ
ギ
ン
グ

j
i
-
-
-
限
定
五

O
人

黒
ん
坊
大
会
・
・
・
::-EE---
限
定
六
五
人

黒
ん
坊
大
会
入
賞
者

①
吉
本
忠
維
(
大
洲
市
・

6
年
)
②
谷

口
重
徳
(
長
浜
・

4
年
)
③
神
田
紀
子

(
大
洲
市
・

3
年
)
④
木
之
元
義
道
(
沖

浦
・

4
年
)
⑤
松
岡
れ
い
こ
(
大
洲
市
・

1
年
)

O
特
別
賞
青
木
義
康
(
松
山

市
・

3
歳
)

ス
イ
カ
割
り
・
・
--------EEE--
限
定
五

O
人

神
輿
海
上
渡
御
・
十
五
隻
・
約
四

O
人

餅
・
宝
ま
き

餅
・
宝
ま
き
入
賞
者

{
特
等
一
中
塚
洋
子
(
大
洲
市
・
訂
歳
)

一
一
等
一
西
田
弘
-
一
(
大
洲
市

-m歳
)

中
井
純
子
(
松
山
市
・
訂
歳
)
松
岡
明

史
(
長
浜
・

7
歳
)

{
ニ
等
一
池
田
学
治
(
長
浜
・
日
歳
)

小
川
晋
平
(
長
浜
・

5
歳
)
矢
野
初
江

(
大
洲
市
・
四
歳
)
豊
川
茂
子
(
双
海

町
・
招
歳
)
新
ヨ
リ
子
(
松
山
市

-m歳
J

水
着
撮
影
会

:
j
i
-
-
:
:
約
七

O
人

ラ
ム
ネ
・
ビ
l
ル
早
飲
み
:
限
定
各
六

O
人

カ
ヌ

l
下り・----------・・・・・・・約八

O
艇



3 

利
用
の
促
進
を
図
っ
て

町
立
図
書
舘
設
置
条
剖

一 一…一町議会第2固定例会

長
浜
町
立
図
書
館
設
置
条
例
を
定
め

る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

従
来
体
育
館
の
一
室
を
図
書
室
に
あ
て

て
い
ま
し
た
が
、
役
場
分
室
を
改
造
し

長
浜
町
立
図
書
館
と
し
て
八
月
一
日
か

ら
発
足
し
た
た
め
、
設
置
条
例
を
定
め

た
も
の
で
す
。

町
マ
つ
く
り
対
策
費
な
ど

一
融
会
計
補
正

昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
に
、
一
二

億
八
千
百
六
十
九
万
一
千
円
が
補
正
さ

第2固定開会

議

A 
zえ

長
浜
町
議
会
第
一
一
固
定
例
会
が
、
七

月
十
五
臼
か
ら
十
七

H
ま
で
の
一
一
一
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
凶
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

長
浜
町
立
図
書
館
設
置
条
例
、
昭
和
六

十
二
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

長
浜
町
過
疎
地
域
振
興
(
五
か
年
)
計

画
の
変
更
な
ど
、
合
わ
せ
て
議
案
卜
二

件
。
長
浜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
、
長
浜
町
議
会
会
議

規
則
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則
、
農
業

委
員
の
推
薦
な
ど
の
議
員
提
出
案
件
五

件
。
町
道
横
町
駒
手
町
カ
ラ

l
舗
装
陳

情
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
八
件
。
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
陳
情
文

書
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

れ
、
予
算
総
額
は
三
十
六
億
二
一
千
九
百

六
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計

画
作
成
委
託
料
及
び
町
づ
く
り
対
策
費

等
九
百
二
万
四
千
円
。

一
農
林
水
産
業
費
一
沖
浦
漁
港
改
修
工

事
請
負
費
及
び
大
屋
地
区
農
道
新
設
費

等
八
千
三
百
二
十
八
万
円
。

一
土
木
費
一
町
道
三
秋
線
改
良
工
事
請

負
費
等
千
二
百
万
円
。

一
教
育
費
}
長
浜
中
学
校
舎
サ
ッ
シ
取

替
工
事
請
負
費
等
一
千
九
百
三
十
一
万

円。

全
部
改
正

長
浜
町
議
会
委
員
会
条
例

長
浜
町
議
会
会
議
規
則

長
浜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
全
部
及

び
長
浜
町
議
会
会
議
規
則
の
全
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
に
お
い
て
、
議
会
運
営
の

改
善
整
備
を
凶
る
た
め
、
「
標
準
」
町
村

議
会
委
員
会
条
例
が
全
面
的
に
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
も
の
で

す。
横
町
駒
子
町

カ
ラ

l
舗
装

陳
情
文
書

サ
ン
ロ
ー
ド
商
白
街
舗
装
委
員
会
会

長
、
榊
原
啓
介
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い

た
「
長
浜
町
道
横
町
駒
手
町
カ
ラ

l
舗

装
」
に
つ
い
て
の
陳
情
文
書
は
受
理
採

択
さ
れ
、
た
だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付

し
て
普
処
方
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。四

季
を
生
か
し
て

ー
町
"
つ
く
り
に
つ
い
て

i

田
中
定
議
員
-
-
-
長
浜
い
き
い
き
江
町
、
つ

く
り
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
若
干
な
り
と
も
承

知
し
て
い
る
が
、
今
回
特
に
夏
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て

S
L
委
員
会
、
青
年

連
絡
協
議
会
が
参
画
を
し
て
、
従
来
の

海
の
祭
典
の
知
名
度
を
生
か
し
な
が
ら

新
企
画
を
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
す
ば

ら
し
い
ご
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
浜

の
四
季
を
考
え
た
時
、
春
夏
秋
冬
を
通

じ
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

西
田
町
長
・
・
・
長
浜
町
は
自
然
に
恵
ま

れ
、
県
下
で
も
こ
れ
ほ
ど
四
季
の
鮮
明

な
町
は
な
く
、
そ
の
資
源
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
長
浜
の
顔
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
す
る
こ
と
は
、
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

夏
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
テ
ス
ト
ケ

ー
ス
と
し
て
「
砂
の
彫
刻
」
を
は
じ
め

と
し
た
、
約
-
一
十
の
行
事
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
る
が
、
次
回
へ
の
結
び
つ
き

を
重
視
し
、
夏
か
ら
秋
へ
の
客
の
つ
な

が
り
を
持
た
せ
た
い
。

当
然
秋
は
、
「
紅
葉
の
白
滝
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
冬
に
は
肱
川
あ
ら
し
を

生
か
す
方
法
、
そ
し
て
春
に
は
沖
浦
観

音
縁
日
、
小
野
地
蔵
ま
つ
り
、
え
び
ね

園
に
新
し
い
企
画
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
こ

と
は
、

S
L
乱
委
員
会
で
も
、
具
体
的

に
順
次
進
め
て
い
く
計
画
の
よ
う
で
あ

る。
長
浜
と
い
う
町
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
頂
き
、
町
の
個
性
を
生
か
し
た
年
間

の
イ
ベ
ン
ト
を
順
次
計
画
し
て
い
き
た

、U

基
本
的
に
賛
成

i
白
滝
観
光
開
発

1

沖j南観音(瑞龍寺と桜)

田
中
定
議
員
:
本
年
度
よ
り
、
町
道
大

平
線
の
改
良
が
国
補
事
業
と
し
て
予
算

化
さ
れ
た
。
こ
の
町
道
改
良
を
機
会
に

白
滝
公
園
の
し
し
層
部
に
あ
る
。
二
つ
の

た
め
池
の
高
度
利
用
を
提
案
し
た
い
。

こ
の
池
の
周
辺
に
遊
歩
道
を
作
り
、

池
に
は
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
魚
を
放
流
し

大
型
つ
り
堀
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

周
辺
に
し
い
た
け
の
ほ
だ
場
を
作
り
、

有
料
採
取
場
と
し
た
り
、
現
在
子
供
の

国
の
前
を
流
れ
て
い
る
谷
川
を
、
た
め

池
ま
で
保
全
・
管
理
を
し
て
、
滝
よ
り

上
流
に
あ
め
の
魚
の
有
料
の
つ
り
場
と

す
る
よ
う
な
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
松
喰

い
虫
の
被
害
に
あ
っ
た
枯
木
を
取
り
除

き
、
ま
っ
た
け
自
生
地
よ
り
松
を
購
入

し
て
ま
っ
た
け
発
生
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
等
、
町
守
つ
く
り
村
守
つ
く
り
の
民
間
発

祥
堀
り
起
こ
し
を
行
え
ば
、
公
園
に
大

き
な
付
加
価
値
が
生
じ
、
産
業
の
活
性

化
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

西
田
町
長
:
・
労
働
者
は
将
来
、
一
週

間
の
就
労
時
間
四
ト
時
聞
を
目
安
に
指

導
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
生
ず
る

余
暇
の
利
用
法
と
し
て
、
短
期
、
長
期

の
リ
ゾ
ー
ト
構
想
が
実
施
に
移
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
年
聞
を
通
じ
、
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議会・一般費間圏一四一時一一

観
光
客
の
増
加
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

た
め
池
の
活
用
は
基
本
的
に
替
成
で
あ

る。
実
施
計
画
を
策
定
す
る
場
合
、
事
前

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
幸
い
本
年
度
は
、
総

合
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
白
滝
地
域
の
振
興
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
松
山
市
内
か
ら
の
日
帰

り
マ
イ
カ
ー
行
動
圏
を
前
提
と
し
て
検

討
し
た
い
。

長
高
な
ら
で
は
の

校
風
づ
く
り
を

i
県
立
高
枝
入
試
制
鹿

1

日
高
議
員
:
・
当
町
に
は
現
在
、
県
立

長
浜
高
等
学
校
が
あ
る
が
、
最
近
は
普
通

科
有
名
校
へ
の
入
学
志
向
が
強
く
、
他

校
へ
の
入
学
者
が
年
々
増
加
す
る
た
め

現
在
二
ク
ラ
ス
編
成
が
精
一
杯
で
、
大

学
へ
の
進
学
率
を
み
て
も
、
こ
の
と
こ

ろ
何
年
も
国
立
大
学
へ
の
入
学
者
が
皆

無
と
い
っ
た
状
況
に
あ
り
、
学
校
の
評

価
も
年
々
悪
く
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
教
育
長
に
む
向
い
す
る
。

六
十
一
年
度
か
ら
、
学
校
に
職
業
科
を

持
っ
て
い
る
高
校
で
は
、
定
員
の
一
割

推
薦
入
学
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
職
業
教
育
の
充

実
、
職
業
教
育
へ
の
人
材
養
成
、
普
通

科
へ
の
生
徒
の
か
た
よ
り
防
止
の
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
の
通
り
な
の
か
、
こ
の

こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
に
た
け
て
い
る
生
徒

を
一
部
ヘ
集
め
る
結
果
と
な
り
は
し
な

い
か
、
ま
た
、
高
校
の
格
差
が
ま
す
ま

す
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
様
な

こ
と
を
他
の
県
で
実
施
し
て
い
る
所
が

あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
や
現
在
の
実
態
・

問
題
等
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
項
き
た
い
。

町
長
は
、
地
元
の
高
校
の
重
要
性
を

と
か
れ
、
地
元
の
高
校
を
育
て
て
い
き

た
い
と
言
わ
れ
た
が
、
長
浜
高
校
は
普

通
科
だ
け
で
推
薦
入
学
の
適
用
は
受
け

ら
れ
ず
、
増
々
生
徒
数
が
減
っ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
中
学
校
へ
の
対

応
や
県
へ
の
働
き
か
け
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
の
か
。
長
浜
高
校
ヘ
職
業
科
の

新
設
を
考
え
る
と
か
、
普
通
科
を
含
め

た
す
べ
て
の
高
校
に
推
薦
制
を
導
入
す

る
よ
う
、
県
教
委
へ
働
き
か
け
る
と
い

う
考
え
は
な
い
か
c

木
田
教
育
長
:
長
浜
高
校
の
充
実
発

展
は
町
民
の
願
い
で
あ
り
、
町
ゃ
つ
く
り
、

人
づ
く
り
の
上
で
も
重
要
な
課
題
と
受

け
取
め
、
微
力
な
が
ら
鋭
意
努
力
し
て

い
る
。一
割
推
薦
入
学
の
目
的
に
つ
い
て
の

質
問
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

に
た
け
て
い
る
生
徒
を
一
部
に
集
め
る

結
果
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
学
業
、
人
物
、
部
活
動

の
様
子
等
々
、
総
合
的
に
判
定
評
価
し

て
入
学
を
許
可
す
る
わ
け
で
、
選
考
委

員
長
で
あ
る
校
長
の
良
識
あ
る
判
断
で
、

愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。

他
県
の
状
況
に
つ
い
て
六
十
年
度
の

デ

l
タ
ー
に
よ
る
と
、
四
国
の
他
の
三

県
及
び
佐
賀
、
福
岡
、
鹿
児
島
、
そ
の
他

埼
玉
、
静
岡
、
福
井
、
石
川
等
が
こ
の

よ
う
な
制
度
を
設
け
て
い
る
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
徳
島
、
高
知
が
創
設
当
時

農
業
科
、
水
産
科
を
、
香
川
で
は
、
そ

の
上
に
工
業
科
、
看
護
科
を
設
け
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
推
薦
の
割
合
に
つ
い

て
は
五
割
程
度
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、

部
に
は
、
普
通
科
に
も
推
薦
を
検
討
し

て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
体
育
科
、
美
術
科
、
英
語
科
、

理
数
科
等
、
ま
た
、
特
定
の
科
を
設
け

る
の
で
は
な
く
、
商
業
コ

l
ス
と
か
、

体
育
・
美
術
コ

l
ス
等
、
コ
ー
ス
に
特

色
を
持
た
せ
る
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
運
用
面
に
つ
い
て
は
、

教
育
的
配
慮
で
、
十
分
初
期
の
目
的
通

り
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。

西
田
町
長
:
ム
一
千
校
と
い
う
も
の
は
、

優
秀
な
生
徒
を
集
め
る
所
で
は
な
く
、

優
秀
な
人
聞
を
育
て
る
所
で
あ
る
。
そ

し
て
長
浜
の
町
民
と
し
て
は
、
優
秀
な

人
材
を
長
浜
高
校
か
ら
送
り
出
す
こ
と

が
ね
ら
い
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
c

他
校
の
動
き
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
高
校
の
特
色
み
つ
く
り
に
力
を
い
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
長
浜
高
校
に
お
い

て
も
、
長
一
品
な
ら
で
は
の
校
風
と
い
う

も
の
や
、
勉
強
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
特

色
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
と

思
う
。
ま
た
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
入
試

制
度
や
、
地
域
性
を
生
か
し
た
専
門
学

科
の
設
置
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
研
究

を
し
て
い
か
ね
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
教

委
と
も
連
絡
を
図
り
、
町
民
の
方
々
の

ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

謙
虚
に
受
け
止
め
て

1
社
会
福
祉

協
議
会
の
問
題

1

日
高
議
員
:
新
聞
記
事
で
も
ご
存
知

の
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
!
の
事
件

が
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
現
在
裁
判
中

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
経

緯
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

1
に
訪
問
看
護
の
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
、
承
知
、
不
承
知
の

基
準
は
何
か
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
!
と
、
訪
問
対
象
者

が
住
ん
で
い
る
地
域
の
民
生
委
員
と
の

連
絡
は
密
に
で
き
て
い
る
か
。

住
民
課
長
及
び
社
協
の
専
門
員
が
、

各
訪
問
先
で
の
へ
ル
パ

l
の
作
業
内
容

を
、
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
か
。

専
門
員
、
民
生
委
員
、
ヘ
ル
パ

l
の

三
者
が
集
ま
っ
て
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
相
談
や
討
議
を
す
る
こ
と
が

あ
る
か
ど
う
か
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
が
縫
物
や
ア
イ
ロ

ン
か
け
等
を
す
る
作
業
場
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
訪
問
先
か
ら
預

っ
て
帰
る
洗
濯
物
等
の
保
管
は
ど
の
様

に
し
て
い
る
の
か
。

西
田
町
長
・
:
経
過
に
つ
い
て
簡
単
に

申
し
上
げ
る
と
、
栗
栖
貴
美
夫
さ
ん
宅

に
谷
口
ヘ
ル
パ

i
が
訪
問
し
た
際
、
一

万
五
千
円
の
現
金
を
盗
ん
で
い
る
現
場

を
見
た
と
い
う
こ
と
で
、
大
洲
警
察
署

に
盗
難
届
け
が
出
さ
れ
、
窃
盗
容
疑
で

起
訴
さ
れ
た
わ
け
で
、
現
在
ま
で
に
J

二

回
の
公
判
が
行
わ
れ
て
お
り
、
被
告
は

全
面
否
認
の
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
公

判
は
続
き
、
七
月
一
一
十
四
日
、
大
洲
簡

易
裁
判
所
で
、
四
回
目
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
誠
に
残
念
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
謙
虚
に
受
け
と
め

強
く
反
省
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
一
一

の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う
に
、
町
と
し

て
も
社
協
に
対
し
て
、
強
力
な
行
政
指

導
を
し
て
い
き
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
内
容
に
つ

い
て
は
、
主
な
も
の
と
し
て
、
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
を
は
ビ
め
老
人
ク
ラ

ブ
、
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
身
体
障
害
者

福
祉
会
等
、
町
内
十
数
団
体
に
及
ぶ
福

祉
団
体
の
育
成
並
び
に
連
絡
調
整
、
こ

れ
ら
の
予
算
・
決
算
事
務
等
で
あ
る
。

ま
た
、

A
7
年
度
か
ら
は
、
独
居
老
人
家

庭
に
対
し
て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

訪
問
看
護
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の

基
準
は
、
独
居
老
人
と
、
身
心
及
び
身

体
障
害
者
の
家
庭
で
所
得
税
非
課
税
世

帯
と
、
生
活
保
護
世
帯
を
優
先
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
所
得
税
課

税
世
帯
で
も
、
有
料
で
派
遣
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
担
当
民
生
委
員
と
へ
ル
パ

l
の

連
絡
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
万
全
で
あ

っ
た
と
い
え
な
い
面
も
あ
っ
た
が
今
回
、

そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
ト
分
連
絡
協
議
す
る
よ
う
社
協

に
対
し
て
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
き

た
い
。作
業
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
毎

日
ヘ
ル
パ
ー
が
帰
庁
後
訪
問
日
誌
に
記

入
し
た
も
の
を
、
翌
日
、
専
門
員
、
住

民
課
長
の
順
で
検
認
し
て
い
る
。
ま
た

去
る
六
月
四
日
、
五
日
に
は
住
民
課
長

と
専
門
員
が
訪
門
先
全
部
を
直
接
訪
れ

実
情
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

二
一
者
協
議
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
回

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会
の
席
上

に
お
い
て
討
議
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
湯
茶
の
接
待
等
も
あ
り
発
言
の
機
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会
か
少
な
い
の
で
、
後
H
、
問
題
点
等

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
専
門
員
と

の
聞
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
解
決
を
図

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ヘ
ル
パ
!
の
作
業
場
に
つ
い
ど
は
、

小
道
課
の
二
階
を
利
用
し
ご
い
る
。
ま

た
洗
濯
物
の
保
管
は
、
町
体
育
館
二
階

に
あ
る
洗
濯
場
に
保
管
す
る
伎
に
し
て

い
る
。

尚
一
層
の
働
き
か
け
を

f
J
県
道
長
浜
白
保
内
線
i

議会。ー椴質問

菊
地
儀
議
員
・
:
調
査
に
よ
る
と
、
昨

年
一
年
間
の
山
石
寺
参
持
者
数
は
十
五

万
五
百
卜
人
で
あ
り
、
そ
の
内
、
長
浜
・

保
内
線
の
県
道
利
用
者
は
、
全
体
の
A

A

割
程
度
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
原

凶
レ
し
し
て
は
幅
員
が
狭
い
た
め
に
大
型

パ
ス
の
運
行
が
国
灘
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
一
日
も
早
い
二
車
線
の
全
面
改
良

を
望
む
。

道
路
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
交
通
量
の

増
大
に
伴
い
、
文
化
・
経
済
・
情
報
・

観
光
等
、
地
域
に
及
ほ

F
影
響
は
大
で

あ
る
と
考
え
る
。

道
路
改
良
工
事
を
是
非
と
も
と
り
入

れ
て
頂
く
よ
う
に
、
県
へ
強
く
要
望
し

て
項
き
た
い
。

西
田
町
長
:
・
本
路
線
は
国
道
一
九
七

号
線
と
本
町
を
結
ぶ
唯
一
路
線
で
、
観

光
産
業
道
路
と
し
て
の
使
命
も
負
わ
さ

れ
た
重
要
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

町
と
し
て
も
、
公
共
事
業
の
大
幅
な
導

入
に
よ
る
早
期
整
備
に
つ
い
て
度
々
陳

情
し
て
お
り
、
今
後
、
県
に
対
し
て
尚

一
回
の
働
き
か
け
合
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

機
能
の
高
揚
に
努
め
る

ー
町
道
@
農
林
道
の

維
持
管
理
1

菊
地
儀
議
員
会
・
6

去
る
五
月
十
六
H
、局

地
的
な
集
中
一
家
雨
が
あ
り
、
至
る
一
内
J

じ

孝
一
く
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
早
急
に
住

民
の
要
で
に
」
ゆ
え
、
不
安
解
消
い
い
も
南

極
的
に
取
り
組
ん
で
頃
き
た
い
。

被
害
の
原
因
の
多
く
に
、
排
水
口
等

が
地
形
に
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
今
後
新
設
の
場
合
は
一
一
次

災
壬
い
の
な
い
よ
う
に
配
慮
願
い
た
い
υ

で
長
一
れ
ば
、
委
節
的
に
防
災
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
頂
き
た
い

西
田
町
長
:
町
道
等
、
道
路
機
能
の

維
持
、
確
保
に
つ
い
て
は
鋭
意
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町
道
へ
の

編
人
過
程
で
、
道
路
規
格
に
合
致
し
な

い
未
整
備
な
路
線
の
編
入
ξ
多
く
、
?
と

η
わ
け
道
路
台
帳
整
備
と
と

t
に
行
っ

た
町
道
網
の
再
編
成
で
は
、
特
に
こ
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
、
所
々
で

機
能
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
車
刺
交
通
の
需
要
度
写
を
考
え
台

、
わ
什
一
、
財
政
の
許
す
範
囲
で
、
順
次
機

能
の
高
揚
に
究
め
て
い
き
た
い
。

改良された大久保線

自
主
活
動
の
中
で

1
町
ぃ
つ
く
り
委
員
会そ
の
後
1

菊
地
儀
議
員
-
町
、
つ
く
り
委
員
会
が

発
足
し
で
数
か
月
が
経
過
し
て
い
る
一

本
年
の
計
画
も
す
で
に
作
成
さ
れ
、
内

一
人
口
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
む
り
、

委
員
会
の
努
力
に
は
敬
意
を
表
4
9

る。

豊
茂
地
区
に
お
い
て
も
十
一
月
八
日

公
民
館
烹
催
に
よ
り
「
豊
茂
ふ
る
き
と

祭
り
」
を
企
同

L
て
い
る
。
地
域
の
川

性
化
を
同
指
し
て
、
町
当
局
、
そ
の
他

諸
団
体
の
積
極
酌
な
ご
支
援
を
項
く
な

ら
、
町
、
つ
く
り
の
大
き
な
原
動
力
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

町
づ
〈
り
に
つ
い
て
町
長
の
具
体
的

な
経
過
と
今
伎
の
活
動
方
針
、
な
わ
且

つ
地
域
に
七
波
及
効
山
本
の
あ
る
よ
う
な

ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
述
べ
て
項
き
た
い

西
田
町
長
・
町
マ
つ
く
り
委
員
会
は
、

今
年
二
一
月
十
-
一
口
に
設
立
さ
れ
、
四
月

か
ら
実
質
的
活
動
に
入
っ
て
い
る
c

二

十
一
名
の
委
員
が
芥
々
三
部
会
に
分
か

れ
て
構
成
さ
れ
、
非
掃
に
活
発
な
常
勤

を
し
て
頂
い
て
い
る
U

各
部
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
花
い

っ
ぱ
い
逗
動
推
進
部
会
で
は
、
長
浜
商

庖
街
に
町
花
の
サ
ル
ビ
ア
を
置
き
、
そ

の
状
況
?
に
つ
い
て
以
新
聞
・
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
た
通

η
ご
あ
る
。
来
年
度

以
降
は
ア
ジ
サ
イ
・
ユ
リ
・
ス
イ
モ
ン

等
、
様
々
な
も
の
を
群
生
さ
せ
、
観
光

の
目
玉
と
し
た
い
。

特
産
品
開
発
部
会
に
つ
い
て
は
、
低

迷
す
る
林
業
等
に
活
力
を
と
、
未
活
川

の
除
間
伐
材
を
利
用
し
て
健
康
ス
ノ
コ

E

木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
試
作
を
行

コ
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
部
会
運
営
の
一
助
に

な
れ
ば
と
、
「
木
目
い
き
い
き
寸
前
刑
事

業
」
と
命
名
し
、
県
単
事
業
を
導
入
す

べ
ノ
¥
努
力
を
し
て
き
た
結
果
に
つ
い

て
は
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

今
後
は
更
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検

討
が
加
え
ら
れ
、
事
業
の
推
進
が
凶
ら

れ
る
も
の
と
倍
信
し
て
い
る
。

産
業
ま
つ
り
郎
会
に
つ
い
て
は
、
人
ブ

午
は
、
町
づ
く
り
を
日
公
司
海
の
祭
典

実
行
委
員
会
・
青
午
連
絡
協
議
会
な
ど

が
「
な
が
は
ま
の
夏
」
金
大
々
的
に
売

り
出
し
、
「
砂
の
彫
刻
」
を
「
長
浜
の

夏
の
顔
」
に
し
よ
う
と
活
動
し
て
明
い

て
い
る
。

地
域
毎
の
町
ゃ
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、

除
々
に
地
域
の
方
々
の
熱
意
レ
一
ア
イ
デ

一
ノ
、
そ
し
て
実
践
と

γ
7臼
主
活
動
の

中
で
、

S
L
委
員
会
と
の
連
携
を
保
ち

な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
。

文
化
の
風
を

1
教
育
行
政
と
文
化
i

堤
謹
員
・
・
教
育
と
は
物
事
長
正
し
く 高$街に並べられたサルビア

見
極
め
、
全
て
の
人
に
日
平
等
に
愛
情
を

持
ち
、
人
間
y
こ
し
て
よ
り
良
い
生
活
を

常
む
た
め
を
目
的
と
し
て
、
学
校
・
社

会
・
一
家
庭
の
中
か
ら
取
得
す
る
こ
と
で

あ
り
、
時
間
と
経
費
が
か
か
り
、
そ
の

成
果
、
結
果
を
計
る
こ
と
が
出
来
な
い

も
の
で
あ
る
。

A
7
年
度
愛
鰐
県
が
進
め

C
い
る
生
活

文
化
推
進
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

町
も
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
名
画
の
複
製

を
買
い
入
れ
た
よ
う
だ
が
、
複
製
同
に

つ
い
て
は
、
美
術
品
と
は
言
わ
ず
、
工

芸
品
と
い
う
そ
う
で
あ
る
c

こ
の
購
入

は
行
革
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
将

来
美
術
館
で
色
開
鉱
す
る
場
合
は
、
本

物
を
一
口
問
、
つ
つ
購
入
し
て
わ
く
方
が
好

ま
し
い
と
考
え
る
。

当
町
に
も
ゆ
か
り
の
画
家
が
何
人
か

お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
方
々
に
町

長
か
ら
お
願
い
し
て
、
心
に
迫
る
も
の

を
描
い
て
項
く
方
、
か
賢
明
か
と
思
う
。

引
く
本
物
の
絵
と
掛
け
日
間
円
え
て
頂
き

L

}

、。
J

ノ
し西
田
町
長
:
昨
今
の
社
会
的
な
流
れ

は
、
心
の
ゆ
と
り
会
求
め
て
い
る
。
当

町
に
お
い
て
は
、
ま
だ
町
民
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
光
支
を
な
し
て
い

な
い
現
状
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
う

文
化
行
政
の
中
で
、
今
回
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
の
複
製
購
入
を
決
断
し
た
の
は
、

本
物
を
購
入
j
る
ほ
ど
の
能
力
が
当
町

に
は
な
い
け
れ
ど
も
、
で
き
る
だ
け
本

物
に
近
い
も
の
な
購
入
し
、
本
物
に
近

い
良
さ
と
い
う
も
の
を
見
て
頂
き
た
い

と
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。

行
革
に
逆
行
し
て
い
る
と
い
う
意
見

に
つ
い
て
は
、
八
百
万
円
の
複
製
に
よ

っ
て
お
こ
る
文
化
の
風
と
い
う
も
の
と
、
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何
億
円
も
の
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
お
こ
る
文
化
の
風
と
い
う
も
の

と
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
複
製
を
購

入
し
た
方
が
、
行
革
の
精
神
に
あ
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

堤
議
員
・
・
・
本
当
に
文
化
を
造
り
あ
げ

て
い
こ
う
と
い
う
の
な
ら
ば
、
何
も
名

画
の
本
物
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
。
当

町
に
も
そ
れ
ぞ
れ
、
絵
に
つ
い
て
は
り

っ
ぱ
な
方
が
い
る
わ
け
で
、
八
百
万
円

を
使
っ
て
文
化
の
起
爆
剤
に
す
る
と
い

う
論
法
は
、
誠
に
町
長
ら
し
か
ら
ぬ
発

言
だ
と
思
う
。
芸
術
・
文
化
と
い
う
も

の
は
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
が
違
う
の
で
仕

方
が
な
い
と
思
う
が
、
な
る
べ
く
な
ら

文
化
財
と
し
て
残
し
て
い
く
八
百
万
円

の
も
の
を
一
つ
買
っ
た
ら
い
い
。

今
後
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ブ
レ

ー
ン
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

い
ろ
い
ろ
相
談
し
て
項
き
た
い
。

西
田
町
長
:
・
こ
の
も
の
に
つ
い
て
は

教
材
と
考
え
て
頂
い
て
も
結
構
だ
と
思

う
。
文
化
の
風
を
お
こ
す
子
段
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
十
分
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
ひ
と
つ
の
手
段

と
し
て
、
小
・
中
・
高
生
に
見
て
項
き
、

技
術
な
り
、
心
の
や
す
ら
ぎ
に
使
っ
て

項
き
た
い
。

何
ら
心
配
は
な
い

ー
セ
ザ
ス
@
ジ
ヤ
ボ
ン
社

進
出
の
諸
問
題

i

堤
議
員
・
セ
ザ
ス
-
一
ン
ャ
ポ
ン
社
の

誘
致
決
定
に
つ
い
て
理
事
者
は
、
当
議

会
に
対
し
て
何
の
合
議
も
な
く
新
開
発

表
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
議
会
を
無

視
し
た
行
為
で
あ
り
、
議
会
軽
視
の
最

た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
答
弁
を
求
め
る
。

次
に
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
表
と
広
報
な

が
は
ま
の
内
容
に
つ
い
て
、
広
報
な
が

は
ま
で
は
、
「
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
の
生

産
」
と
あ
り
、
新
聞
各
紙
は
、
「
ジ
ル
コ

ニ
ウ
ム
合
金
は
半
製
品
加
工
」
と
あ
る

が
ど
ち
ら
が
本
当
か
。
大
手
新
聞
は
原

発
関
連
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
広
報

な
が
は
ま
は
意
識
的
に
避
け
て
い
る
の

ム八日。
新
聞
に
よ
る
と
、
加
工
過
程
に
お
い

て
、
圧
延
冷
却
が
あ
る
と
報
じ
て
い
る

が
、
考
え
ら
れ
る
汚
染
及
び
公
害
に
つ

い
て
、
ど
の
程
度
の
調
査
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
会
社
と
の
公
害
防
止
協

定
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

ヵ。
投
資
効
果
に
つ
い
て
地
元
経
済
に
、

ど
の
程
度
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る

カ。
町
と
し
て
は
資
材
や
そ
の
他
の
商
品

納
入
に
つ
い
て
腹
案
は
ど
の
よ
う
に
思

っ
て
い
る
の
か
。

今
後
、
町
は
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
い

で
い
く
の
か
。

西
田
町
長
:
広
報
紙
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
字
数
の
関
係
と
か
、
制
限
が
あ

り
、
内
容
が
不
十
分
な
点
は
あ
る
か
と

思
う
が
、
誤
っ
た
内
容
は
な
い
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
六
月
四
日

正
式
に
企
業
進
出
の
意
向
が
あ
っ
た
後
、

県
庁
、
通
産
局
等
へ
企
業
進
出
へ
の
働

き
か
け
が
あ
り
、
議
会
の
方
に
連
絡
が

遅
れ
た
こ
と
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
企
業
に
つ
い

て
は
、
金
属
を
扱
う
一
般
の
企
業
と
変

わ
り
な
く
、
公
害
問
題
に
つ
い
て
も
何

ら
心
配
の
な
い
業
種
で
あ
る
の
で
、
ご

了
解
を
お
願
い
し
た
い
。

堤
議
員
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
議

員
協
議
会
に
も
か
け
て
わ
ら
ず
、
個
人

的
に
判
断
さ
れ
て
い
る
。
誘
致
企
業
の
中

の
物
事
の
変
更
が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の

か
。
事
の
進
め
方
が
間
違
っ
て
い
な
い

ヵ。
西
田
町
長
・
企
業
進
出
に
つ
い
て
一

番
問
題
な
の
は
内
容
で
あ
り
、
そ
う
い

っ
た
観
点
で
調
査
し
た
結
果
、
公
害
等

何
ら
心
配
の
な
い
企
業
で
あ
り
、
今
後

長
浜
の
臨
海
部
開
発
に
お
い
て
、
非
常

に
フ
ラ
ス
に
な
る
企
業
で
あ
る
と
と
ら

え
て
い
る
。
今
ま
で
そ
う
い
っ
た
内
容

の
企
業
を
す
べ
て
議
会
に
諮
っ
て
き
た

の
か
ど
う
か
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
こ
の
企

業
進
出
に
つ
い
て
行
政
が
対
応
し
て
き

た
こ
と
を
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

堤
議
員
:
セ
ザ
ス
・
ジ
ヤ
ボ
ン
社
が

悪
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
原
子
力
関

係
の
企
業
進
出
が
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で

あ
る
議
会
に
も
、
議
員
協
議
会
に
さ
え

も
か
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
議
会
軽

視
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
田
町
長
:
原
チ
力
関
連
に
つ
い
て

は
、
確
か
に
原
子
力
発
電
所
に
も
使
用

さ
れ
る
金
属
で
あ
る
。
し
か
し
あ
く
ま

で
も
部
品
の
一
部
で
あ
っ
て
、
こ
の
も

の
が
放
射
能
を
出
す
と
か
、
大
き
な
公

害
を
ひ
き
お
こ
す
と
か
、
町
民
の
生
活

に
不
安
を
与
え
る
と
か
い
っ
た
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か

ら
、
ご
く
通
常
の
企
業
の
進
出
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

会
長
に矢
野
一
男
氏

任
期
満
了
に
伴
う
長
浜
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
は
、
七
月
十
二
日
に
告
示

さ
れ
、
同
日
立
候
補
受
け
付
け
が
締
め

切
ら
れ
た
結
果
、
立
候
補
者
が
定
数
(

十
人
)
を
越
え
な
か
っ
た
た
め
無
投
票

当
選
。
ま
た
、
議
会
推
薦
(
五
人
)
、
農

業
団
体
推
薦
(
二
人
)
の
委
員
も
次
の

通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
く
決
ま
っ
た
農
業
委
員

の
初
め
て
の
会
が
七
月
二
十
八
日
に
開

か
れ
、
会
長
に
矢
野
一
男
氏
、
会
長
代

理
に
武
知
幸
男
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
現
職
六
人
、
新
人
十
一
人
で
、

新
委
員
の
任
期
は
、
昭
和
六
十
一
一
年
七

月
(
一
十
日
か
ら
昭
和
六
十
五
年
七
月
十

九
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

新
し
く
選
ば
れ
た
農
業
委
員

一
第
一
選
挙
区
一
(
旧
長
浜
町
・
喜
多
灘

村
・
櫛
生
村
・
出
海
村
の
区
域
)
}

東
伊
佐
男
(
剖
歳
・

A
7
訪
・
新
)
垣

見
芳
彦
(
却
歳
・
出
海
・
再
)
河
野
保

(
日
歳
・
出
海
・
新
)
加
納
勝
利
(
刊
日

歳
‘
須
沢
・
新
)
兵
頭
方
平
(
日
歳
・

櫛
生
・
新
)

{
第
二
選
挙
区
(
旧
大
和
村
・
白
滝
村

の
区
域
)
}

城
本
音
松
(
日
歳
・
戒
川
・
再
)
菊

地
克
孝
(
伺
歳
・
豊
茂
・
再
)
清
水
武

重
(
日
歳
・
柴
・
新
)
徳
田
敬
四
郎
(

日
歳
・
下
須
戒
・
新
)
奥
野
岩
弘
(
円

歳
・
白
滝
・
再
)

一
喜
多
共
済
推
薦
]

西
田
洋
一
(
お
歳
・
下
須
戒
・
新
)

一
長
浜
青
果
農
協
推
薦
}

山
本
薫
(
訂
歳
・
櫛
生
・
新
)

一
議
会
推
薦
}

中
田
正
日
(
臼
歳
・
上
老
松
-
新
)
笹

本
智
章
(
却
歳
・
沖
浦
・
新
)
西
山
和

夫
(
却
歳
・
豊
茂
・
再
)
武
知
幸
男
(

臼
歳
・
白
滝
a

再
)
矢
野
一
男
(
臼
歳

.
黒
田
・
新
)

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

黒

田

進

氏

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
三
人
の
う
ち
、

熊
野
熊
雄
氏
(
八
三
歳
・
長
浜
)
が
八
月

一
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

に
黒
田
進
氏
(
六
一
歳
・
長
浜
)
を
選

任
。
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万

場
一
致
で
同
意
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

置
閣
直
属
圃

l
由
滝
俳
句
会

l

牡
丹
散
る
閣
に
白
き
を
浮
き
立
た
せ

一
宮
菊
枝

老
ひ
を
重
ね
ま
た
巡
り
く
る
原
爆
忌

上
田
ミ
ツ
子

爽
竹
桃
燃
ゆ
る
並
木
の
道
つ
づ
く

岡
野
ノ
ブ
コ

蛇
の
行
方
見
き
わ
む
ま
で
は
動
け
さ
り

上

田

孝

子

野
球
熱
戦
団
扇
の
は
た
と
止
ま
り
け
り

清

水

禎

子

風
す
こ
し
ど
の
植
田
に
も
月
や
ど
る

都
築
い
ち
子

の
う
ぜ
ん
の
落
花
火
ば
し
る
風
の
畑

上

田

正
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酒
運
転
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
幻
自

1
初
日

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
阿
る
と
と
も
に
、
正
し
い

交
通
ル

I
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十

日
間
、
円
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
H

が

行
わ
れ
ま
す
。

A
7
副
の
運
動
は
、

O
歩
行
者
及
び
自

転
車
利
用
者
、
特
に
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
。
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀

運
転
の
追
放

O
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

y
ト
の
着
用
の

徹
底
!
を
重
点
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

21世紀に向かつて

一寸~~九λ~~~~~~~~~百一ハ~~~~~~~"I 乗 たし持うのま「通 ム

!:22HZ市在日221:fliii日山:iiJ 
1 いでで致なるつし福りは術裏切三節徳、十~~世~ !ネも台 なのぐちる力日開丁事会ゐ

!手主主季;ιtfhi ztJ 士月Hi由長~! i号千予三fJでZ与早警守
1 0 。くすす百九たび均十、るい世 0 名生き j ヵイ;~~ !ーしにけ事ないハうい、さ九
1しそあ o 0 歳十 0 る寿年京様ま紀わ僧き盛〓 v に~ i言てしで故あるン」ま飲せだ

;:i11iiiifitsiiii7Ujf市市:i:iii;??
j Z古毛、化い捨 己のと中、\年で説草 2U叩~!飲ら なこ気よりいは交

j面今長 己つれ六

!そ2吉長い人生いかに楽しく長五品il玉
!なお、 v す は え、鼻十

)課う人 高齢化社会の到来 、がヒた

;浜求がいけ画の楽
岡Iめ 、てミ」入、 を ?'il し
jもる生しれ立にい
j 、時きよるではな
1そ代がう社て、己
1のがいか会行まそ
j点そ・。を動ずう
1をこ安七作す第で
1配まら十つる な
s慮でぎ・て事にく
jし来、八むと、て
4 、てあ十く、若は

;ているのと第いな
十るい若い二時り
jーのはいうにかま
j世で働む事そらせ
1紀すく年でれ人ん
1に。場寄はを生
j向長をりな受計そ

;にはし一白 寿消確販事りクま農環務りに 待け
な物く人分「の費立売でまにす産在め豊携「して
1る心前+は過 f義者す・すせ生。物人がかわ生た
1に共向人変去式がるサがんきしを々あにる命い大
1違にきがえとと同事 l 、。るかよのり。私のとき
!い充に人ら他いじでビ計そ為しり健まそ達根思く
あ実努生れ人え食はス数れに、安康すし農源い羽
1りし力百るはる卓なの管はも残くを。て業はまば
(またす年己李でにい一理現、り供第私、者食すた
(せ、れの私そし座で貫に在大七給ーも緑はに。い
Jん文は設のわよるし体基のき十でに農の、あ て
;。明、計好れう 0 よ制き農な五き、業大国り い
の必をきな。こうを、業夢年る安に地民己 ま

) 花ず立な P れか農生全をを様全誇をの Z
j 咲二て 25ヵ: こ 0 業産般持ダ努でり守食の
1 く卜、 n) そ生者・にたイ力 tj、をつ生食 大
! 理ー人ギ未 不産自・流言ねナしい持て活料 い
1 想世間が来 老者身・通えばミてしちいを生 に
1 郷紀勺、と 長とが・るなツいい、くよ産 期

高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
月
間

9
月

1
日
1
羽
田

九
月
一

H
か
ら
で
一
一
十
日
ま
で
の
一
か

月
聞
は
山
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
山
月
間
で
す
。

長
寿
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
安
全
で

快
適
な
潤
い
あ
る
生
活
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、
「
敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
」

題
が
持
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
内
長
い

人
生
を
い
か
に
楽
し
く
生
き
る
か
0

0

と
い
う
こ
と

で
す
。
辞
書
に
「
余
生
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
隣
に
仲
良
く
「
終
身
現
役
」
と
書
き

添
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
は
、
心
構
え
だ
け
で
も
終
身
現
役
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
俺
は
年
を

と
っ
て
も
頑
張
る
ぞ
o
」
「
定
年
後
は
第
二
の
人
生

松田浩
(25歳)

養豚業・豊茂

を
中
心
に
、
高
齢
者
の
高
通
安
全
意
識

の
高
揚
と
、
保
護
思
想
の
啓
発
及
び
実

践
を
図
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
。
街
頭
指
導
の
徹

底
と
道
路
環
境
の
点
検
整
備

O
実
行
あ

る
高
齢
運
転
者
教
育
の
推
進

O
老
人
交

通
安
全
推
進
員
制
度
の
活
用
と
訪
問
指

導
の
徹
底
等
を
重
点
に
推
進
さ
れ
ま

す。@
月
③
日
は
救
急
の
日

救
急
医
嬢
週
間

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
生
活
し
て
項
く

た
め
に
、
九
月
九
日
を
「
紋
急
の
日
」

と
定
め
、
こ
の

H
を
含
め
て
一
週
間
は

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
、
政
急
医

療
や
救
急
車
の
利
用
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
各
種

行
事
を
行
っ
て
い
ま

す。救
急
出
動
状
況

長
浜
町
に
お
け
る

昭
和
六
十
一
年
の
品
川

急
車
の
出
動
状
況
は

下
表
の
と
お
り
と
な

っ
て
む
り
、
町
民
五

十
五
人
に
一
人
の
割

合
で
利
用
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
一
【
け
か
ら
六
月

ま
で
の
救
急
出
動
状

況
は
九
十
二
件
で
、

昨
年
周
期
と
比
べ
て

件
数
で
十
六
件
、
搬

送
人
員
で
十
二
人
、

そ
れ
ぞ
れ
減
っ
て
い

ま
す
。
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フ
リ

i
パ
ス
切
符
新
発
売

J
R
四
国
で
は
、
四
国

内
の

J
R
全
線
(
パ
ス
も

含
む
)
で
乗
り
降
り
が
自

由
に
で
き
る
フ
リ

l
パ
ス

の
切
符
を
、
七
丹
一
日
か
ら
発
売
し

て
い
ま
す
。

こ
の
切
符
の
特
典
は

-
一
万
五
千
円
で

J
R
阿
国
全
線
が

利
用
で
き
ま
す
。
(
就
学
前
の
幼

児
は
無
料
、
小
学
生
以
上
は
一
万

五
千
円
の
均
)
料
金
)

2
五
日
間
の
有
効
利
用
期
間
内
で
あ

れ
ば
何
同
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

(
例
え
ば
、
前
日
に
高
松
ま
で
往

他
の
年
金
を
受
け
る
と
き

速
や
か
に
届
け
出
を

老
齢
福
祉
@
障
害
基
礎
年
金

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
、
恩
給
、

厚
生
年
金
保
険
、
各
種
共
済
組
合
等
か

ら
年
金
を
受
け
ら
れ
る
時
は
、
老
齢
福

祉
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
届

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
老
齢
福

祉
年
金
の
過
払
い
が
生
じ
、
返
納
し
て

項
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
一
十

歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、

障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
障
害
基
礎
年
金
及

復
し
、
翌
日
以
降
の
期
間
内
は
松

山
や
宇
和
島
の
往
復
等
、
引
き
続

き
J
R
同
国
全
線
が
利
用
で
き
ま

す
。
)
一
枚
の
切
符
で
気
軽
に
利
用
で
き

る
フ
リ
l
パ
ス
切
符
は
、
四
国
八
十

八
か
所
の
巡
拝
や
、
少
人
数
(
十
四

名
以
下
)
で
の
四
国
一
周
旅
行
に
は

最
適
で
す
。

詳
し
く
は
、
い
よ
長
浜
駅
(
愈
臼
1

0
1
5
6
)
い
よ
白
滝
駅
(
密
日

1
0

2
1
0
)
ま
で
。

※
通
勤
、
通
学
定
期
券
は
、
町
内
の

各
駅
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

び
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
た
者
が
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
遺
族

基
礎
年
余
の
受
給
者
も
、
老
齢
福
祉
年

金
と
同
様
に
支
給
が
停
止
に
な
っ
た
り
、

い
ず
れ
か
一
方
の
年
金
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
役
場
住
民

課
年
金
係
へ
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
、y

チ
フ
レ

集ズ

募

長
浜
町
と
ま
ち
ゃ
つ
く
り
委
員
会
で
は
、

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ソ
プ
と

P
R
を
図

る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、
次

の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
長
浜
町

に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
募
集
期
間
一
昭
和
六
十
二
年
九
月
-

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

一
応
募
上
の
注
意
一
一
人
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す

O
様
式
等
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

(
ま
た
は
学
校
名
・
学
年
)
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

一
賞
品
一
最
優
秀
一
名

O
優
秀
二
名

送
り
先
及
び
詳
し
く
は
、
役
場
総
務

課
(
密
臼

1
1
1
1
)
も
し
く
は
、

長
浜
町
商
工
会
内
ま
ち
守
つ
く
り
委
員
会

事
務
局
(
倉
田

0
3
1
2
)
ま
で
。

ーII
I
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
-
-
J
N
N

町
立
図
書
館
だ
よ
ぷ

ど
し
ど
し
利
用
を
/

長
浜
町
立
凶
書
館
で
は
、
次
の
要
領

で
凶
書
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

{
開
舘
日
一
毎
週
火
、
木
、
土
曜
日
と

第
一
日
曜
日

一
開
館
時
間
一
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

一
貸
し
出
し
冊
数
一
一
人
三
冊
以
内

一
貸
し
出
し
期
限
一
十
日
以
内

な
お
図
書
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
次
の
万
々
に
ご

協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

松
川
昭
チ
(
長
浜
)
谷
川
延
子
(
長
浜
)

丸
山
正
チ
(
長
浜
)
武
問
節
子
(
沖
浦
)

頼
永
砂
代
子
(
長
浜
)
平
野
春
子
(
沖

浦
)現
在
、
図
書
館
の
蔵
書
冊
数
は
約
八

千
冊
で
、
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

。
幼
児
、
児
童
図
書
約
二
五

O
O冊

。

一

般

図

書

約

四

八

五

O
冊

。
専
門
図
書
(
持
ち
出
し
禁
止
)

約
六
五

O
冊

ま
た
一
か
月
の
利
用
者
は
約
七
百
五

十
人
で
、
貸
し
出
し
冊
数
は
約
千
八
百

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

読
書
は
、
一
人
ひ
と
り
の
文
化
を
育

て
、
豊
か
な
心
を
養
い
ま
す
。
そ
の
一

3:t通事故の相談は
お気軽にどうぞ
無料でご椙談に応じております

午前日時半~午後4時40分
土曜日は正午まで(第2土曜日は休みます)
。専門の相談員が親身になってご相談に応じます

O弁護士相談日・毎週木曜日午後 1 時~4 時

人
ひ
と
り
が
子
を
つ
な
げ
ば
、
地
域
の

文
化
を
育
て
、
心
豊
か
な
社
会
の
A

歩

が
築
か
れ
ま
す
。
町
内
の
皆
さ
ん
、
是

非
町
立
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

社団法人日本損害保険協会

霊揺自動車保験請求祖談センター
松[1J rfi花周町1-3日本生命松山市駅前ピル 6階

習0899(45) 2335. 5500 

電話のご相談も

お受けします

く
ま
し
い
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め

、
主
人
が
名
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

人
を
思
ろ
う
し
な
い
、
人
の
痛
み
の
、
わ
か
る
、
そ
ん

心

優

れ

い

回

心

宇

品

や

り

生

も

で

日

る
チ
供

5

に
育
つ

て
く
れ

た
ら
い

い
な
と

思
っ
て

い
ま
す
。
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体
を
動
か
し
た
く
な
る

条
件
づ
く
り
を

食
後
に
激
し
い
運
動
を
し
て
腹
痛
を

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
摂
取
し
た
食
事
を
消
化
吸
収

す
る
た
め
の
消
化
器
の
運
動
が
、
全
身

的
な
身
体
活
動
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る

た
め
に
起
こ
る
症
状
で
す
。
で
す
か
ら
、

食
後
に
あ
ま
り
激
し
い
運
動
を
す
る
の

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
空
腹
時

の
激
し
い
運
動
も
控
え
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
食
事
を
と
る
時
間
や
、

…一…一一今田も元気で

を
利
用
し
て
「
心
地
よ
い
全
身
的
な
疲

労
」
を
得
る
た
め
の
運
動
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

密
度
の
高
い
労

働
負
担
が
、
体
の

ど
の
部
分
に
集
中

す
る
か
は
仕
事
に

よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た
「
自
分
の
体
操
」
を
創
造

し
て
く
だ
さ
い
。
仕
事
の
人
口
聞
に
「
気

?で
-
7

分
が
爽
快
に
な
る
」
体
操
を
三
種
類
か

同
種
類
リ
ス
ム
を
つ
け
て
四

1
五
回
く

り
返
す
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

職
場
体
操
の
こ
と
を
英
語
で
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ク
ス
(
生

産
的
な
体
操
)
と
い
い
ま
す
。
仕
事
の

合
聞
を
上
手
に
使
っ
て
体
操
す
る
こ
と

自
分
に
通
し
た

体
操
を
見
つ
け
よ
う

「
今
さ
ら
運
動
な
ん
て
」
な
ど
と
い

っ
て
い
る
人
も
、
条
件
さ
え
整
え
ば
自

然
と
体
を
動
か
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。

職
場
体
操
で

能
率
戸
ツ
ブ

労
働
と
い
っ
て
も
そ
の
形
態
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
単
調
な
労
働
、
あ
る
い
は

体
の
一
部
分
だ
け
に
密
度
の
高
い
労
働

が
集
中
す
る
仕
事
の
人
は
、
休
憩
時
間

献
立
は

目
に
つ
く
よ
り

身
に
つ
く
も
の
を

献
立
を
つ
く
り
、
食
生
活
を
し
て
い

る
人
が
、
人
類
四
十
五
億
の
中
で
ど
の

く
ら
い
存
在
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

数
多
い
食
べ
物
に
守
ら
れ
た
文
明
人
と

い
え
ど
も
、
献
立
を
作
っ
て
飲
食
物
を

摂
取
し
て
い
る
人
は
数
少
な
い
と
思
い

ま
す
。食
生
活
を
そ
の
時
そ
の
時
の
思
い
つ

き
ゃ
、
勢
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
っ
て

い
る
人
が
多
い
と
い
う
の
は
、
食
生
活

に
関
心
が
薄
く
、
そ
の
人
の
生
き
様
で

の
最
大
関
心
事
は
他
の
こ
と
に
あ
る
た

で
、
よ
り
一
一
層
能
率
よ
く
仕
事
が
で
き

る
と
い
う
意
味
で
す
。

今
月
の
臼
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。

0
9
月
6
日
同
田
医
院
倉
⑫
0
6
3
9

0
9
月
日
日
菊
地
医
院
密
⑫
0
2
0
9

0
9
月
日
日
門
屋
医
院
密
⑫
0
2
0
2

0

9
月

別

口

辻

医

院

密

⑫

0
1
7
4

0

9
月
幻
白
石
村
病
院
密
⑫
0
2
7
5

0

9
月
幻
日
清
水
医
院
密
⑬
2
8
8
3

乳

児

健

診

0

9
月
9
日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
日
年
目
月
、

昭
和
白
年
1
月
、
4
月
生
ま
れ
の
方
。

0

9
月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
田
年
6
月、

7
月、

8
月
生
ま
れ
の
方
。

め
で
す
。

例
え
ば
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
食
の
ス
タ
イ
ル

が
で
き
て
い
る
の
で
、
よ
ほ
ど
の
こ
と

が
な
れ
限
り
変
更
し
に
く
い
の
で
す
。

食
品
の
購
入
に
際
し
て
、
安
い
物
、

珍
し
い
も
の
、
お
い
し
そ
う
な
も
の
が

優
先
し
が
ち
で
す
が
、
内
食
事
は
健
康
的

0

9
月
8
日

豊

茂

公

民

館

午

前

日

時
日
分
か
ら
日
時
別
分
大
和
公
民
館

午
後
1
時
日
分
か
ら
1
時
泊
分

0

9
月

日

日

白

滝

公

民

館

午

後

1

時
日
分
か
ら
1
時
却
分

0

9
月
日
日
出
海
小
学
校
午
前
日

時
日
分
か
ら
日
時
叩
分
櫛
生
小
学
校

午
後
1
時
日
分
か
ら
1
時
叩
分

0

9
月

刊

日

喜

多

灘

小

学

校

午

後

1
時
日
分
か
ら

1
時
叩
分

一

±

口

安

ゐ

央

会

一

4
4“q
E

せ
暗
a

長
T

三
日

0

9
月

n
H

楠
生
小
学
校
午
前
叩

時
か
ら
日
時
別
分
出
海
公
民
館
午

後
1
時
か
ら
2
時
却
分

0

9
月

μ
日
沖
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン

タ

ー

午

後

1
時
か
ら
2
時
加
分

0

9
月

お

日

柴

公

民

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
叩
分

・
±
明
要
@
義
人
再
建
診
-

d
J司
刊

l
τ
a
1
F
a
r
d
d
a
s
'
s
d
B
E
z
-
-
E

0

9
月
出
日
須
沢
公
民
館
午
前
日

時
か
ら
日
時
叩
分

0

9
月

初

日

町

体

育

館

午

前

9
時

加
分
か
ら
日
時
却
分
午
後
1
時
か
ら

3
時

に
H

が
現
代
型
で
す
か
ら
、
昨
日
、
一

昨
日
は
何
を
食
べ
た
か
、
そ
し
て
今
日

は
何
に
す
べ
き
か
、
日
取
近
は
何
が
摂
取

不
足
か
を
よ
く
考
え
て
か
ら
、
計
画
的

に
食
物
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
食
品
が
あ
っ
て
献
立
が
あ

る
の
か
、
献
主
が
あ
っ
て
食
品
が
あ
る

の
か
、
ど
ち
ら
型
で
す
か
。
一
息
入
れ

て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
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八
月
八
日
、
九
日
の
一
百
問
、
大
野
ケ
原
小
学
校
に
お
い
口

ど
、
農
茂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
六
十
人
つ
!

が
参
加
し
、
夏
日

期
キ
ャ
、
/
プ
が
口

実
服
さ
れ
た
り
[
〕

高
原
の
風
景
と
口

涼
気
の
中
戸
、
ふ
i

口

ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ロ

ャ
ー
を
囲
み
、
円
]

楽
し
い
時
間
を
」

過
ご
し
た
。
「
パ
一

友
情
の
炎
カ
ル
ス
ト
に
燃
ゆ

ー
豊
茂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

1

~
八
月
二
-
日
か
ら
八
日
ま
で
の
六
い
い
問
、
補

給
生
小
学
校
じ
お
い
て
、
愛
媛
県
本
一
千

V

Y

連

・

S
に
と
る
児
童
福
祉
ワ

l
ク
キ
ャ
ン
プ
が

S

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
学
校
生
活
と
は
達
っ

Y

た
経
験
の
巾
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び

V

と
つ
ど
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
延
べ
約

尚
子
一
二
百
人

日
い
が
参
加
。

軒

水

泳

大

動

会

、

キ

~

γ

ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
l
、
運
動
会

な
ど
十
一
種
の
行
事

会
山
行
い
、
夏
休
み
の

回
心
い
出
を
つ
く
っ
た
り

ワークキャンプを実主包

口
E
口
口
口
口
コ
じ
日
U
円

彊園田園圃r:;J忍盤翠E・E・IEJc豆半

は
し
袋
を
配
付

ー
交
通
安
全
推
進
協
議
会

1

八
月
五
日
、
長
浜
町
交

通
安
全
推
進
協
議
会
一
一
州

田
洋
一
会
長
)
と
大
洲
署

(
倉
淵
秀
寓
署
長
一
は
、

一
町
内
の
食
堂
、
ス
ナ
ッ
ク

な
ど
酒
類
取
り
扱
い
い
屈
を

対
象
に
、
H

交
通
安
主
は
し

袋
げ
を
配
っ
た
。
こ
れ
は
、

庄
の
方
に
も
飲
酒
運
転
辺

放
を
呼
び
か
け
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
「
飲
人

だ
ら
乗
る
な
乗
る
な
ら

飲
む
な
」
と
書
い
た
立
し

袋
、
一
万
二
百
枚
を
子
波

し
た
。

-・圃.. ・・園田鹿塁さきこ乞室蓮・盟... 亙亙

i知ずdブ
誕
空
日
を
祝
う

ー
老
人
ホ
l
ム
白
山
園

1

八
円
卜
ご
一
日
、
老
人
ホ

l
ム
向
山
間
(
白
滝
)
に
h

引け

て
、
し
恒
院
の
誕
生

会
が
開
か
れ
た
c

守
一
れ
は
毎
円
-
同
、

そ
の
月
の
誕
生
半
n

を
祝
う
も
の
で
、

今
月
は
五
人
の
々

が
祝
福
を
受
け
土
、

記
念
品
贈
程
、
乾

杯
の
あ
と
、
人
間

者
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
や
漏
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
誕
生

会
を
盛
り
上
げ
た
。

内
題
左
心

暴
力
団
を
根
絶

愛
嬢
県
警
察
本
部

極
左
暴
力
集
団
は
、
ア
ジ
ト
や
地
下

て
場
を
地
ん
に
求
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
平
穏
な
生
活
を
破
壊
す

る
極
左
暴
力
集
団
の
ゲ
リ
一
プ
事
件
を
封

じ
込
む
た
め
、
η

悶
れ
一
家
入
ア
ジ
ト
)
や

w

爆
弾
製
造
場
所
入
地
下
仁
川
崎
)
発
見

に
ヂ
一
協
力
を
H

C
ア
パ
ー
ト
や
下
怖
を
借
り
て
も
す
ぐ

あ
わ
た
だ
し
く
引
魁
し
て
布
く
コ

心
入
居
早
々
ド
ア
を
二
重
に
改
装
し
た

り
窓
の
カ
ギ
長
一
取
り
管
え
る
c

へ
夫
婦
と
い
う
の
に
表
札
も
出
し
て
い

な
い
し
、
電
話
も
と
っ
て
け
な
い
。

リ
部
屋
か
ら
火
薬
・
薬
品
の
臭
い
や
金

属
円
台
が
す
る
。

。
引
越
し
た
あ
と
に
、
化
学
薬
品
に
よ

る
佳
…
げ
痕
や
鉄
パ
イ
プ
、
ビ
ラ
、
機

関
誌
な
ど
が
残
っ
て
い
る
〈

以
上
の
よ
う
な
不
審
点
に
気
が
つ
い

た
ら
、
梅
左
比
一
番
傘

0
8
9
9
j
が刊
1

0
1
h
リ
oま
で
ご
連
終
く
だ
さ
い
こ

表
f三ノ
早/タ

**中小

東
冨
幾
子
さ
ん
ら
三
人

永
年
勤
続
民
生
児
童
委
員

創
設
七
十
同
年
を
配
〈
一
心
し
た
、
県
民

生
児
童
委
員
大
会
が
、
八
月
五
日
、
県

民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
永
年
勤
続
民

生
児
菅
一
委
員
と
し
て
次
の
々
々
が
表
彰

き
れ
ま
し
た
。

一
三
十
年
以
上
}
束
亘
幾
子
さ
ん
(
下

通
政
)
{
二
十
五
年
以
上
一
宇
都
宮
古
幸

さ
ん
一
闘
い
茂
)
滝
内
日
升
さ
ん
(
白
滝
)

大
野
泰
俊
主
査
長

有
繰
放
送
電
話
業
務
に
功
績

総
務
課
の
大
野
泰
俊

T
立
ド
江
主
一
一
一
)
は
、

二
十
冗
年
に
わ
た
り
有
線
放
送
這
日
業

務
に
功
績
が
あ
っ
た
二
と
に
よ
り
、
昭

和
六
十
一
一
年
八
月
一
目
、
社
団
法
人
日

本
有
線
放
送
電
話
協
会
会
長
、
飯
岳
篭

氏
か
己
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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フ
ァ
イ
タ

i
ズ
優
勝

ソ
フ
ト
前
期
リ
ー
グ

負担志安否三三三重宝豆豆m=::二-翠室

丘
月
六
日
か
ら
町
民
ケ
一
プ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
て
い
た
、
長
浜
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
リ

l
ヅ
戦
が
じ
月
六
H
終

f
L
、
七
勝
一
敗
で
豊
茂
ア
ア
イ
タ

l

ス
が
伝
勝
し
ま
し
た
。

成
結
は
次
の
通
り
o

JJ
一
四
日
茂
フ
ァ
イ
タ

l
ズ
7
勝
1
敗
②

岸
本
ミ
ノ
ヤ
イ
ア
ン
ツ

6
勝
2
攻
①
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ

5
勝

3
敗
汁
一
役
場
ス

ラ

y
ガ
l
ス
5
時
3
敗
⑤
農
村
川
ブ
，
I

イ

タ
|
ズ

5
勝
2
敗
没
収
1
吊
」
喜
実
会
2

勝
5
敗
1
分
⑦
一
一
1

1

寸ヘ

h
y
1
2
勝
4

敗
1
分
没
収
l

白
滝
同
好
会
が
優
勝

白
滝
ソ
フ
ト
前
期
リ
ー
グ

け
冶
ソ
フ
ト
前
期
リ
ー
グ
が
終
了
、

4
勝
1
敗
で
白
滝
同
好
会
が
優
勝
?
」
去

し
た
。成
績
法
次
の
通
り
。

①
白
沌
同
好
会
4
勝
1
敗
伝
一
ナ
イ
ゲ

i
、ス

4
勝
1
敗
均
一
戒
川
、
ヤ
ロ
ウ
ム
百
三

勝
一
三
敗
1
八
万
⑤
臼
雄
1
勝
2
敗
2
分
⑥

柴
ク
ラ
プ
一
汁
敗

…拍…スポーツ@募集

警
察
官
募
集

愛
媛
県
警
察
で
は
、
次
の
通
り
警
察

官
(
高
卒
程
度
)
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

一
受
付
期
間
一
昭
和
六
十
-
一
年
九
月
十

六
円
か
ら
昭
和
六
十
一
一
年
十
月
十
五
日

ま
で一
受
験
資
格
]
川
和
一
二
十
五
年
同
月
-
一

日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
四
川
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

一
採
用
予
定
人
員
一
約
十
人

{
第
一
次
試
験
日
}
十
月
二
卜
瓦
日

一
第
一
次
試
験
場
一
松
山
東
警
察
署

新

R
浜
警
察
署
宇
和
島
筈
察
署

却
し
く
は
大
洲
警
察
署

(
g
M
i
2

1
7
5
)
ま
で
。

私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ま
ち
守
つ
く
り
標
語
懸
賞

ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
ま
ち
つ
く
り
際
活
懸
賞
」
を
次
の
要

領
で
募
集
?
)
土
品
午
9
0

(
長
浜
町
で
も
、
別
紙
回
覧
の
要
領
で

「
わ
が
ま
ち
再
発
見
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
っ
て
い
ま
す
c
)

…
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
…

{
主
題
一
い
つ
も
の
「
み
九
」
か
」
ハ
の

新
鮮
な
ア
ン
グ
ル
〈
〉
「
ま
ち
か
ど
」
か

ら
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
。
紙
想
か

な
「
ま
ち
な
み
」
・
熱
気
あ
ふ
れ
る
「
ま

ち
な
み
L

一
応
募
上
の
注
意
一
一
一
人
間
点
?
も
応

募
可
〈
〉
十
本
乃
花
表
ま
み
に
は
他
に
応
募
し
て

い
な
い
作
品
に
限
り
ま
十
O
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
O
作
品
の
裏
に
は
、

題
名
、
撮
影
場
所
(
圏
内
に
限
る
)
撮

影
年
月
日
、
作
品
の
意
図
(
必
要
な
場

合
)
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
一
州
、

-4用

語
番
号
、
職
業
(
主
婦
も
含
む
、
学
生

の
場
合
は
学
校
名
、
…
一
千
年
寸
応
募
山
門

を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
主
い
〈
〉
作
品
の

送
付
に
あ
允
つ
ど
辻
、
作
品
が
傷
ま
な

い
よ
う
包
装
に
ご
、
一
社
怠
下
さ
い
O
入
選

作
品
の
版
権
及
び
著
作
権
は
、
ま
ち
守
つ

く
り
け
山
実
行
委
員
に
帰
属
し
ま
す
。

入
選
者
に
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
提
出
を

求
め
ま
す
の
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
な
け
場
合
法
人
選
を
取
り
消
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
締
切
一
昭
和
六
十
二
年
十
一
二
円
末
(

当
日
消
印
有
効
)

送
り
先
及
び
詳
し
く
は
、
一
丁
川
東
京

俳
文
京
区
本
郷
二
丁
目
十
七
番
十
三
日

広
和
レ
ジ
デ
ン
ス
(
社
)
臼
本
交
通

A

凪
協
会
内

日哨
γ

凡
凹
「
私
の
ま
ち
」
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
事
務
局

(
2
0
3
m
1
1
7
1

9
)
ま
で
。

U

ま
ち
つ
く
り
標
語
懸
賞

一
主
題
]
肱
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
、
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
戊
が
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
合
言
葉

一
応
募
上
の
注
意
一
官
製
ハ
ガ
キ
に
よ

る
応
募
に
限
り
ま
す
。
一
人
何
点
で
れ

応
募
で
き
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ

き
作
品
は
一
点
限
り
と
し
ま
す
。
(
児
ポ

・
生
徒
の
部
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
ハ

ガ
キ
大
の
凶
紙
を
使
用
し
、
ま
と
め
て

応
募
す
る
ご
と
れ
可
)
O
住
所
、
電
話

番
号
、
氏
私
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
(
ま

た
は
学
校
名
、
学
年
)
を
必
ず
明
記
す

る
こ
と
。

一
締
切
]
昭
和
六
十
一
一
年
九
月
三
卜
日

「
川
口
消
印
有
効
)

送
り
先
及
び
詳
し
く
は
、
〒
山
東
京

都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
二
一
1

一
二
一
一
(

財
)
郁
市
計
画
協
会
内
ま
ち
a

つ
く
り

月
間
実
行
委
員
会
標
語
募
集
係
一
、
密
り

3
l
m
3
4
9
1
)
ま
で
。

=三三三一一一喪主王手と三一三一一一一一-三三三宮=一一一-一一一一一竺=-EE--一一一一

--m一一一一-一==zEEE三ご一

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

f
A
¥千
九
、
A
T
L
b
ι
〕
品
附
U
{

』
、
干
二
句
、

合
汁
ノ
ー
リ
f
L
H
1
L
a
口
一
附
〉
可
づ
{
、

第
二
田
受
付
中

た
ど
今
、
山
和
六
十
二
年
度
第
一
一

M

竿
金
住
宅
融
資
を
受
刈
付
け
ど
け
ま
す
。

一
利
用
で
き
る
方
}
財
在
り
生
年
金
以

険
の
加
入
者
で
、
加
人
期
間
が
一
千
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
期
間
通
算
可
)

一
資
金
の
使
い
み
ち
}
新
築

t
宅
・
マ

ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住
宅
、
中
古
住
宅
の

購
入
及
び
増
改
築
な
ど
の
住
宅
改
良
資

合
一
一
位
一
抽
選
・
先
着
順
)

一
融
資
金
額
一
所
要
資
金
の
八
O
%
以

内
で
、

H
M
一
両
千
五
百
万
円
ま
で
(
老
人

.
身
障
者
の
割
増
あ
り
)

一
融
資
利
率
}
年
凶
・
四
五
%

{
返
済
方
法
}
元
金
均
等
償
還
・
元
利

均
等
償
還
選
択
可

一
受
付
期
限
一
昭
和
J
h

十
二
年
九
月
一
二

十
日
ま
で
(
大
型
住
宅
・
中
古
住
宅
・

増
築
改
良
は
年
間
前
時
受
け
付
け
)

詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛
媛
年
金

福
祉
協
会

(
8
0
8
9
9
1
4
7
P
0

6
7
)
ま
で
。

月
の
石
な
ど
展
示

N
H
K
地
球
大
紀
行
展

N
H
K
で
は
、
N
H
K
特
集
「
地
球

大
紀
行
」
(
勾
円
H

一
取
終
H
曜
日
目
時
か
ら

桜
台
一
7

レ
ビ
)
を
放
送
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
次
の
通
り
「
N
H
K

地
球
大
紀
行
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
地
球
四
十
六
億
年

の
歴
史
を
音
と
光
と
物
そ
し
て
最
新
の

映
像
で
展
示
・
構
成
す
る
も
の
で
す
。

展
示
品
に
は
「
世
界
の
宝
」
と
い
わ

れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
ウ
一

自
然
史
博
物
館
の
船
蔵
品
や
、
ふ
だ
ん

見
る
機
会
の
な
い
宝
石
、
隙
石
、
月
の

七
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

{
期
間
}
九
月
二
十
九
日
(
火
)
か
ら

十
月
卜
八
日
(
日
」

一
会
場
]
愛
媛
県
民
文
化
会
館

一
開
館
時
間
}
午
前
9
昨日
ω
分
か
ら
午

後

5
時
(
入
場
は
閉
館
別
分
前
ま
で
)

一
入
場
料
一
大
人
九
百
円
(
前
売
・

団
体
八
百
円
)
O
中
・
高
坐
え
百
円

(
前
売
・
団
体
)
五
百
円
ハ
υ

小
・
幼
児

三
百
五
十
刊
(
前
売
・
団
体
二
百
五
十

同
)
※
幼
児
四
歳
以
上
、
団
体
二
十
人

以
上一
前
売
券
発
売
所
}
長
浜
町
中
央
公
民

館
O
N
H
K
松
山
放
送
局
。
松
山
市
内

ず
し
イ
ガ
イ
ド
・
書
庖
等

一
主
催
一
N
H
K
松
山
放
送
局
-
N
H

K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
詳
し
く
は
、
〒
附
松
山
市
堀

之
内
五
N
H
K
松
山
放
送
同
(
詮

0

8
9
9
1
4
1
4
1
2
1
)
ま
ご
の

お
知
ら
せ

見
直
そ
う

暮
ら
し
と
住
ま
い

「
住
宅
フ
ェ
ア
・
え
ひ
め
」
開
催

昭
和
六
十
二
年
は
「
国
際
居
住
年
」

で
す
。
こ
れ
は
こ
十
一
世
紀
に
向
け
て
、

住
み
よ
い
住
宅
及
び
居
住
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
く
契
機
の
年
ど
す
る
よ
ラ
、

国
際
連
合
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
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q丹は災害の月である。長

浜町は日本の縮図といわれる

ように山あり川あり海あり、

平1JJt也は少なくおまけに高佐鳥

までお[IJ )でいる 口本に生ず

る災害はすべて'立Fける条件に

あるのだ A 昭和18年・ 20年

の大水害、その後合併前にr:'f

々襲来した台風被~:を経険し

え人は卜分に自然の猛威を知

ノているだろう亡どんなづ、さ

な豆台風 et，、その工ネルギ
の総量l土広島に落とされた

原燥の何百f音もあるといわれ

てI、る A 最近台風牛こ町直来は

滅多になく会り、災害復旧

工事なども激減して建設業者

の方にとっては都合があまり

よくないかもしれぬが、住民

全f本にとってはキ占N'奇なことだ。

しかし「災;1::;-=は忘れたころに

や〉ど来る」この新しい諺は

兵実を一八ミてい{-J'_'防災言|画

防災村策は住民残らず片的=も

応れではならないA やがて秋

の彼巾がや》ど来る ι 内岸と

は最高の平村山社会の;IR態の

こどをいうの Fある。このこ

とを念ヨ員，..:.主fいであ、長参りや

先祖の供養を Jるので、なけれ

(よそれこそ仏{乍って魂人れず

の諺のように附の抜けた彼岸

供養になすコてしまうだろう υ

家屋孟引:会、世界ぴ)平手11を先

ず

印刷

円、
L

9

0
こ
の
国
際
居
住
年
を
記
念
し
、
県
、

市
町
村
及
び
関
係
関
連
団
体
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
「
住
居
フ
ェ
ア
」
や
「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

※
住
ま
い
の
夢

「
住
宅
フ
ェ
ア
・
え
ひ
め
」

備)岸本印刷(毎月 1日発行)

一
日
時
}
九
月
ト
八
日
(
金
)
か
ら
二

十
日
(
日
)
午
ぃ
崎
十
時
か
ら
午
後
五

時
一
内
容
一
O
記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
等
の
展
示
。
住
宅
関
連
設
備
機
器
等

の
展
示
。
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
子
供

コ
ー
ナ
ー
等

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

見
直
そ
う
「
く
ら
し
方
・
す
ま
い
方
L

{
日
時
}
九
月
十
八
日
(
金
)
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

{
内
容
}
O
基
調
講
演
下
重
暁
了
(

元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

O
記
念
講

演
ジ
コ
l
ム
ス
二
一
木
(
脚
本
家
)
。

パ
、
不
ル
デ
イ
ス
カ

y
シ
ヨ
ン

場
所
は
い
ず
れ
も
愛
媛
県
民
丈
化

会
館
で
す
。

こ
の
機
会
仁
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

昭和62年9月1臼発行昭和62年9月号広報ながはま

iみ f主
ーま宅
せや
、;ん土:fu
fかあ或
。び〉

王壊
境

ーコ

J て

考
i え
~ご

愛
媛
県
史
七
巻
発
刊

愛
媛
県
史
縞
さ
ん
委
員
会

県
で
は
、
こ
の
度
変
一
媛
県
史
七
巻
を

発
刊
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
「
全
四
卜
巻
」

の
う
ち
三
十
一
一
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
り

今
凶
発
刊
さ
れ
た
の
は
次
の
七
巻
で
す
。

通

史

一一「 一一「 一一「 一一寸
土也社社人..近
誌会会部・世
II経杭:門 a下
(済済申
東 6 4 :.:":':" 
予社商
西会工
古1;L_  L_  
tiこ五五

五冗土L
o 00  
o 00  
1'1 円円

五、

0
0
0円

資
料
編

「

幕

末

維

新

」

六

、

0
0
0円

「
近
代
4
」

五

、

五

0
0円

「
社
会
経
済
下
」
六
、

0
0一日円

(
各
巻
ご
と
及
び
既
刊
分
二
十
五
巻
の

購
入
セ
で
き
ま
す
。
)

詳
し
く
は
、
〒
川
松
山
市
波
町
七
了

H
七

l
一
七
キ
株
式
会
社
内
愛
媛

県
史
配
本
一
州

(
2
0
8
9
9
i
日

l
2

ゆっ121
7 li長浜町役場届出分(敬称略) ま

で

住

所

¥

長

浜

/
大
分
市

(

中

市

お
誕
生
お

沖 i岳登干中須煩今仁住

7
月
の
ト
ァ
プ
は

一
一
宮
淳
a

党
j

大
一
九
の
カ
〆
プ
ル

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

二
穴
淳
(
一
一
九
一
一

二

宮

光
J

丁
(
一
一
-
一
一
)

山

田

満

規

(

二

六

)

上
満
サ
ト
ミ
(
-
一
四
)

で

7
月
届
出
分
(
倣
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

久
藤
原
利
宏
一
一
一
明
宏
樹

均

玉

川

隆

則

長

男

博

将

沢

清

水

志

朗

三

男

良

太

沢

村

卜
L

H

尚
一
長
女
何
時
か

浦

奥

問

勇

長

次

瑛

エ

一

小

茂

大

石

武

長

男

伎

一

浜

友

洋

道

明

長

女

明

香

浦

松

岡

一

仁

長

次

満

旦

子

甲町

Jvw

お
く
や
み

7
月
届
出
分
(
敬
林
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

永

井

博

生

(

五

五

)

上
老
松
矢
野
ケ
マ
ヨ
一
九
一
二
)

上

老

松

梶

岡

忠

夫

一

八

二

)

櫛

生

山

本

利

古

田

(

六

五

)

長

浜

森

平

正

容

「

七

四

J

櫛
生
ト
八
本
房
子
(
七
九
-
一

戒

川

一

一

宮

優

子

士

二

)

今

川

津

田

駒

太

郎

(

八

二

戒

川

大

好

通

幸

(

L

一
ハ
今
)

沖

浦

川

元

侍

(

三

八

)

編

後
記
附

動物愛諮週間 (9 月 20 日 ~26 日)

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
口
、
十
五
日

か
ら
二
十
一

H
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

現
在
、
我
が
同
の
六
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
、
約
千
一
一
百
何
十
七
万
人

で
、
総
人
口
の

m
・
3
M
刊
号
十
日
め
で
お

り
、
貝
取
初
の
ピ

i
ケ
を
迎
え
る
昭
和
九

十
六
年
に
は
、
約
三
千
百
八
十
七
万
人

で
お
・

6
%
に
達
し
、
こ
れ
ま
?
と
の

国
乞
経
験
し
た
ご
と
の
な
い
高
齢
社
会

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
在
み
て
み
る
と
、
六
卜
瓦
歳

以
上
は
一
一
千
一
一
一
百
七
十
三
人
で
日
・
O

M
州
と
、
全
同
に
比
べ
て
一
倍
近
い
割
合

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
に
先
枠

内
増
加
率
を
か
け
る
と

U

・
5
%
と、

ほ
と
ん
ど
一
一
人
に
一
人
が
お
年
寄
り
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
お
年
寄
り

が
生
き
が
い
の
仁
ど
る
福
祉
社
会
に
つ

い
て
考
え
で
み
て
く
だ
さ
い
。
一
マ
ご

数

人口をふやしましょう

/ 8月1日現在 白可月とσ〉上lニ車交

15人?J，x
人
r j I (男 5，613人) ( ;土器)<< fi‘309人

ttt答書士 3，818世帯
j__ 

帯
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